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春

ら
し

い
陽
気

の
日
が
あ
る

と
思
う

と
、
急

に
真
冬

に
立

ち

返

っ
た
よ
う
な
寒

い
日
も
あ

る

月

で
、
気
温
だ
け

で
な
く
、
天
候

も
激

し

い
変
わ
り
方

を
す

る
。

関
西

で
は
、
十

二
日
の
奈
良

の

お
水
取

り
が
終
わ

ら
な

い
と
春

が
や

っ
て
来
な

い
、と
言

い
伝
え

ら
れ
、

一
方
、
暑
さ
寒

さ
も
彼

岸
ま

で
と
言
う

こ
と
わ
ざ

の
あ

る
の
が
、
気
温

の
不
安
定
さ
を

物
語

っ
て
い
る
よ
う

で
あ

る
。

【冠

】
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三
日
は

「
桃

の
節

句
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で
あ

る
。
も
と

も
と

「上

巳

の
節

句

」

と

い

っ
た

も

の

で
、

こ
れ
が
桃

の
節
句

や
、
雛

の
節
句

と

い
わ
れ
る
よ
う

に
な

つ
た

の
は
江

戸
中
期

以
降
ら
し

く
、

現
在

の
よ
う

に
立
派

で
雛

段

の
形
式

に
な

っ
た

の
は
近
年

に
な

っ
て
か
ら

で
あ

る
。
女

の

子
が
初

め

て
迎
え

る
桃

の
節
句

を

「初

節
句
」
と

い
い
、
雛
人

形

を
飾

っ
て
そ

の
子

の
将
来
を

祝
う

。
内
裏
雛
三
だ

い
り
び

な
〉
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、
雛
人
形

の
典

型
に
な
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の
は
、
幼
女

が
成

長
し

て
、

よ

い
結

婚
生
活
を
送

る
よ
う

に
願

う
心

の
現
れ

で
あ

ろ
う
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婚
礼
の

最
も

多
い

月
のひとつである。ことに大安の日となれば、式場はスケジュールが完全にうまっているという。誰しもがよい日を選ぶのは当然であるが、婚礼は本人同士の誓いを中心に近親の承認と祝福を得れば十分。結婚披露宴は、大宴を張るよりも時間内にムードを盛り上げるよう工夫しよう。【葬】彼岸入りから彼岸明けまでの「春分」を中心にした七日間は春のお彼岸である。真西に太陽が没するこの期間、西方に浄土があるという仏教の教えから、無欲悟道の対岸の域に一番近い日とされ、死者の冥福を祈り、仏供養、墓参りなどをする。【祭】奈良東大寺の二月堂では、十三日未明に堂前の若狭井の水を汲んで加持を行う。これは厳しい戒律のもとに千数百年にわたって続けられているわが国有数の重要行事である。春分、秋分に最も近いつちのえの日を「社日」といい、農耕の神を祭る。社日の社は「示」と「土」から成り立ち、土の神の意味である。
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